
読売新聞の年金改革案

～人口減・超高齢社会の「安心」に向けて～人口減 超高齢社会の「安心」に向けて

２０１１年２月８日



人口減・高齢化

日本の人口構造
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人口減の問題点

急激な減少急激な減少 年に６０万－９０万人減少

超高齢化 ２０５０年の高齢化率４割

崩れる前提 支え手＝現役世代？



社会保障の柱

高齢者 保障 年金 療 介護高齢者への保障＝年金、医療、介護

若年者への保障＝就労支援、育児支援
（教育）



年金改革 読売提言

税方式への疑問＝医療・介護の財源、移行

社会保障全体を見据えて社会保障全体を見据えて……

 「負担増」をどう生かすか











「移行」をどうする？

いきなり新制度→大きな不公平いきなり新制度→大きな不公平

公平に上乗せ→巨額の財源

少しずつ切り替え→長い時間







老後の所得保障

年金だけでは解決できない年金だけでは解決できない

 「生涯現役」社会

若年、現役世代への就労政策



在宅医療・介護が大事

 「aging in place」を目指して 「aging in place」を目指して

 １人でも“独り”ではない地域社会

 「東京大学産学コンソーシアム」の提案





「医療・介護」読売提言

医療・介護は〈公共財〉医療 介護は〈公共財〉

老後の〈住まい〉確保を

安心のためには〈負担〉も必要






	読売.pdf
	日経
	110208東京財団「社会保障・税制」勉強会.pdf
	shinbum_all

	朝日
	社会保障国民会議の提出資料年金.pdf
	年金改革参考図




